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１．研究の背景 
2014年度より開始された「放課後子ども総合プラ
ン」に引き続き「新・放課後子ども総合プラン」１）
においても共働き家庭の増加などにより生じている
「小1の壁」を打破するとともに、次代を担う人材を
育成するため、全ての児童が放課後等を安全・安心
に過ごし、多様な体験・活動を行うことができるよ
う放課後児童クラブ及び放課後子供教室（以下子供
教室）の計画的な一体型の整備等を進めるものであ
る。少子化による兄弟の減少とSNS・電子ゲーム機の
普及で子どもの異年齢交流の機会や社会性の育成の
機会が減っている現状がある中、国立教育政策研究
所生徒指導研究センター（2011）は、地域社会、学
校生活だけでは十分経験できない異年齢交流の体験
を補うために、文部科学省の推奨する異年齢での交
流、特に、社会性の涵養は重点課題としている２）。 
春日部市は、全国と比較して、年少人口割合が低
く老年人口割合が高い、また合計特殊出生率は1.17
と低い３）ことから今後の少子化がさらに進むことが
予想される。また、女性の就業率をみると共働き世
代が多いことが推察されることから、春日部市に焦
点を当てることとした。研究の対象は、すべての子
どもを対象に、地域の方々の参画を得て学習や様々
な体験・交流活動、スポーツ・文化活動等の機会を
提供する取り組みの場である「子供教室」(文部科学
省, 2018)とした。 
 
２．目的 
放課後子供教室の場の実態とニーズを明らかにす
るとともに、異年齢で交流する活動に焦点を当てた
活動を企画実施し、小学生の社会性に与える影響を
明らかにする。 
 
３．方法 
本研究では、調査研究（研究1）および実践研究（研
究2・研究3）を行う。 
（１）2018年度〜2019年度  
研究1「小学生と大学生の異年齢交流が子供の社会
性に与える影響」 
①目的：子供教室の実態とニーズを明らかにする。 
②対象：子供教室の企画、運営全般を担っている
子供教室のコーディネーター5名 
③データ収集期間：2019年3月 
④データ収集：半構造的面接法 
⑤面接内容：子供教室での活動を通じて、子ども
にどのような社会性を獲得してほしいと考えている
のか、また、一緒に参加する大学生の役割への期待
を尋ねた。 
⑥分析方法：面接内容から逐語録を作成し、子ど
もの社会性の実態、大学生が子供教室へ参加するこ
とへの期待についてコードを抽出した。抽出したコ
ードの類似性と差異性を比較し類似した意味を持つ
ものを、カテゴリーとして抽出した。研究過程の全
過程を通じて複数の研究者間で読み込み、分析結果
の検討を繰り返し行った。 
⑦倫理的配慮：所属機関(第30084号)の倫理委員会
の承認を得て実施した。 
（２）2019年度  
研究2「子供教室において大学生と異年齢交流を経
験した子供の社会性の変化」 
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①目的：大学生と小学生、異年齢の小学生同士の
遊びを通したプログラムを実施し小学生の社会性へ
の影響（ソーシャルスキルの変容、自分とは異なる
年齢の人々との交流促進の状況、年長者からの学び、
年少者への配慮、コミュニケーションへの意欲の変
化など）を明らかにする。 
②対象：本研究で企画する子供教室に2回とも参加
する小学生30名、子供教室コーディネーター1名、大
学生10名 
③データ収集期間：2019年9月～2020年1月 
④方法：春日部市立小学校の子供教室にて、大学
生と小学生および小学生間の異年齢交流を促進させ
る子供教室２回を企画実施し、小学生を対象とした
自記式アンケート調査（事前１回、活動日事後２回、
追跡１回）による統計的分析及び子供教室コーディ
ネーター（活動日事後２回、追跡１回）及び大学生
（活動日事後２回）を対象としたインタビュー調査
による質的分析を行う。 
アンケート項目４）は 「挨拶や感謝」・「仲間づく
り」・「思いやり」・「緊張」・「助言や注意」・
「相談」の６つの観点からなる15項目、子供教室で
の活動の振り返りを尋ねた９項目、心情を尋ねた３
項目であった。回答は、全て2件法であった。コーデ
ィネーターと大学生の視点から、子供教室に参加し
ている小学生の様子を振り返るために、「大学生と
かかわる様子について」「他学年の人とかかわる様
子について」「遊び・活動への興味・意欲について」
「あいさつ、言葉遣い、話を聞く様子、などの態度
について」「そのほかに気づいたこと」の5項目につ
いて、面接調査を行った。 
⑤倫理的配慮：所属機関(第19039号)の研究倫理委
員会の承認を得て実施した。 
（３）2020年度予定  
研究3「子どもの異年齢交流や社会性を向上させる
子供教室運営と関わり方のモデル構築」 
①目的：子供教室へ参加した子どもの社会性の獲
得と評価及び獲得の過程を明確化する。 
②対象：小学生と保護者30名ずつ、大学生10名 
③データ収集期間：2020年5月～2021年1月 
 
４．進捗状況 
（１）研究1の結果から 
子どもの社会性の変化への期待として、３つのカ
テゴリーが抽出された（表１）。子供教室において
大学生との交流への期待では、５つのカテゴリーが
抽出された（表２）。 
表１ 子どもの社会性の変化への期待 
 
表２ 大学生との交流への期待 
（２）研究計画 
表３ 研究計画及び進捗状況 
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